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考
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■
■
■
■
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權
の

生
思
想
の
形

と
展
開

『
活
人
心
』『
神

』
を
中
心
に

劉

靑

は
じ
め
に

朱
權
（
一
三
七
八
｜
一
四
四
八
）
は
、

の
太

朱
元
璋
の
第

十
七
子
（
一

に
第
十
六
子
）

１
）

で

代
を
代
表
す
る

人
で
あ
る
。

朱
權
は
、
自
ら
く

仙せん
と
號
し
た
が
、
涵

子
、
丹
丘
先
生
と
い
う

別
號
で
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
洪
武
二
十
四
年
（
一
三
九
一
）
に
寧

王
に
封
ぜ
ら
れ
、
大
寧
（
現
在
、

モ
ン
ゴ
ル
赤
峯
市
寧

縣
）
に

居
を
か
ま
え
て
い
た
。
朱
元
璋
の

後
、
建

に
よ
っ
て
王
位

を
剥
奪
さ
れ
、

の
時
、
南
昌
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
才
智

を

し
、
趣
味
の
世
界
に

頭
し
た
。

人
と
し
て

敎
、

生
、
劇
曲
に
つ
い
て
の

作
を
多
く

し
た
。

朱
權
の
醫
學

生
關
係
の

作
は
『
活
人
心
』『
神

』『
壽
域

神
方
』『
乾
坤
生

』『
乾
坤
生

』『

玄
樞
』
な
ど
が

っ
て
お
り
、

輯
・
刊
刻
し
た
醫
學
書
は
『
神
應
經
』『
十
藥

神
書
』『
素
問
病
機
氣
宜
保
命
集
』『
小
兒
靈

方
』
な
ど
が
現
存

し
て
い
る
。

敎
關

の

作
は
『
天
皇
至

太
淸
玉

』『
庚

辛
玉

』『
救
命
索
』
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
お
茶
に
關
す
る

作
『
茶

』、

・
劇
曲

の
『
神
奇

』『
太
和
正

』、

韻
書

の
『
瓊
林

韻
』
も
各
分
野
に
影

を

ぼ
し
て
い
る
。

中
國
で
は
、
葉

氏
が
博
士
論

『
朱
權
醫
藥

生

一

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



究
』（
二
〇
〇
九
）
で
朱
權
の
生
涯
や

作
を

題
と
し
、
彼
の

醫
學

生
の

作
を
網
羅

に
紹
介
し
て
い
る
。
葉

氏
・
蔣

力
生
氏
『
朱
權
醫
學

書
』（
中
醫
古

出
版
社
、
二
〇
一
六
）
は

彼
の
八
つ
の
醫
學
書
を
收
集
し
、
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
葉

氏
の

究
は
傳
統
醫
學
の

點
か
ら
の
書
誌

究
、

リ
ス
ト

作

等
が
中
心
で
朱
權
の
思
想
を
系
統

に
分
析
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。
韓
國
で
も
い
く
つ
か
の

究

果

が
あ
る
が
、
多
く
は
朱
權
『
活
人
心
』
と
李

と
の
關
係
を

る

究
で
あ
る
。
日
本
で
は
三
木
榮
氏
が
『

鮮
醫
書
誌
』
に
朱

權
『
活
人
心
』
の

鮮
版
書
誌

報
を
紹
介
し
て
い
る
。『
中
國

生
叢
書
』
シ
リ
ー
ズ
第
一
輯
に
『
活
人
心
法
』
を
收

し
、
石

田
秀
實
氏
の
「『
活
人
心
法
』
解

」
２
）

が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
に
は
彼
の
醫
學
や

生
思
想
に
關
す
る

究
は
見
出
せ
な

い
。
な
お
、
高
橋
忠
彥
氏
の
「

代

期
の
茶
書
に
就
き
て

上
）

朱
權
の
『
茶

』」、
佐
々
木
猛
氏
の
「
朱
權
の
『
瓊
林

韻
』」

と
い
う

生
書
以
外
の
作
品
に

目
し
た

究
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、

代
の
社
會

況
を

體

に

括
し
つ
つ
、
朱

權
の
生
涯
と

作
背
景
を
探
っ
て
い
く
。
中
で
も
、
二
つ
の
代
表

な

生
書
『
活
人
心
』
と
『
神

』
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
以

の

生
思
想
と
も
比
較
し
つ
つ
、

作
の
目

、
作
品
の
構

と

特
色
を
分
析
し
、

に
お
け
る
朱
權
の

生
書
の
位
置
づ
け
や

彼
の

生
思
想
の
一
端
を

ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
、
生
涯
に
つ
い
て

一
）
境

と
藩
王
政
策

『

史
』

３
）

列
傳
・
寧

王
權
傳
の
記

に
よ
る
と
、
朱
權
は
太

の
第
十
七
子
で
、
洪
武
二
十
四
年
に
寧
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
大
寧

を
封
地
と
し
た
。
大
寧
で
の

子
に
つ
い
て
は
「
鎧
を
着
た
兵
士

が
八
萬
あ
り
、
革
車
が
六
千
あ
り
」「
騎
兵
は
皆
驍

で
あ
り
、

力
を
盡
く
し
て
よ
く

う
」

４
）

と
記
載
が
あ
り
、
國
境
を
鎭
守
す
る

た
め
に
相
當
な
軍
事
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
實
際
、

燕
王
叛

の
際
に
、
燕
王
が
寧
王
の

力
を

も
恐
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る５

）。

靖

の
變
に
際
し
て
、
燕
王
か
ら
「
中
分
天
下
」
の
約
束
が
な

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
治

の
後
、
蘇
州
、
錢
塘
を
封
地
に

求

し
た
も
の
の
す
べ
て

否
さ
れ
た
。
結
局
、
南
昌
を
封
地
と
さ
れ
、

二

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



移

の
直
後
、
朱
權
が
巫

を
行
っ
た
と
い
う
噂
が

に
報

さ
れ
る
と
い
う
「
密

」
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
れ
自
體
は
濡
れ
衣

と
證

さ
れ
た
が
、
こ
の
「
密

」
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
朱
權

は
「
そ
の
日
か
ら
身
分
才
智
を

し
、

盧
一
區
を
作
り
、
そ
こ

で
琴
を

き
、
讀
書
を
す
る
」

６
）

と
い
う
態
度
で
生
活
を
お
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
朱
權
は
そ
の
ま
ま
無
爲
に

の
世
を

ご
し
た
。

の

後
、
仁
宗
を
經
て
宣
宗
の
世
に
な
る
と
、
朱

權
は
改
封
、
土
田
灌
漑
、
品

論
定
に
つ
い
て
宣
宗
に
上
表
し
た

が
、
か
え
っ
て
宣
宗
に
譴
責
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
朱
權
は

學
士
た
ち
と
交
際
し
、
神
仙
の
よ
う
に
昇
天
す
る
こ
と
を
志
し
、

自
分
で

仙
と

す
る
」

７
）

と
い
う
生
活
を
續
け
、
正
統
十
三
年
に

く
な
っ
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

、
太

は
「
藩
王
政
策
」
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
の
子

孫
ら
を
藩
王
に
任
命
し
て
國
境
の

塞
を
固
く
守
ら
せ
る
一
方
で
、

軍
事
權
力
と
一
部
の
政
治
權
力
を
行
使
し
て
中
央
集
權
を

固
に

し
、
國
の
安
定
を
圖
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
中
央
は

王
の
權
力
が
中
央
政
權
の
脅
威
に
な
る
の

を
お
そ
れ
、
建

以
後
、
四
世
代
に
わ
た
っ
て
、
徐
々
に
「
藩

禁
政
策
」
を

め
て
い
っ
た
。

王
の
軍
事
力

び
政
治
權
力
は

制
限
さ
れ
、
頻
繁
に

發
さ
れ
、
處
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

王
ら
は
無
爲
徒

に
は
し
り
、

學
や
宗
敎
に
心
を
寄
せ
、
多

く
の

作
を

す
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
治
世
で
才
能
を
發
揮

す
る
場
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

學
や
宗
敎
に
人
生
の
不

に
對

す
る
鬱
憂
な
氣
持
ち
を
寄
託
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、

王
ら

が
宗
敎
に

い
關
心
を
寄
せ
、「

世
」
の
態
度
を
取
っ
た
こ
と

は
、
政
治
の
壓
力
を
畏
れ
、
政
治
に
無
關
心
を

う
こ
と
で
自
身

の
保

を
計
ろ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

二
）

敎
と
の
關
係

朱
權
が
生

よ
く
活
動
し
、「
西
山
の

嶺
に
南
極
長
生
宮
を

建
て
た８

）」
と
い
う
西
山
地
域
は
、

敎
の
淨

の

師
許
遜
が

修

し
た
地
で
あ
り
、
後
に
淨

の
本
據
地
と
も
な
っ
て
い
る
。

史
料
に
よ
る
と
、
若
い
頃
の
朱
權
は
、「
釋
老
に
も
幅
廣
く

し
」

９
）「

と
り
わ
け

を
好
み
」、
太

に
も
「
仙
分
あ
り
」
と
褒

め
ら
れ
た
と
い
う10

）。

年
に
彼
は
「
神
仙
の
よ
う
に
昇
天
す
る
こ

と
を
志
し
」

11
）、

生

の
一
四
三
八
年
、
自
分
の
墓
（
生
墳
）
を
作

三

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



り
た
い
と
上
奏
し
、
南
極
長
生
宮
を
建
て
た
。

後
に
は
、「
南
極

衝

妙

眞
君
」
と
敕
封
さ
れ
た12

）と
い
う
記
載
も
み
ら
れ
る
。

R
ich
a
rd
.G
.W

a
n
g

氏
がT

h
e
m
in
g
prin

ce
an
d
D
aoism

で
、

朱
權
は
傳
度
を
受
け
、
淨

士
に
な
っ
た
可
能
性
も
高
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る13

）。
し
か
し
、
淨

關

の
史
料
以
外
に
は
、

朱
權
の

士
と
し
て
の
修

活
動
に
關
す
る
記

は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
無
論
、
彼
が
皇
子
の
境

を
放
棄
し
、
淨

の
敎
法
を
學

び
、
修

と

に
專
念
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
當
時
の
淨

に
と
っ
て
良
い
宣
傳
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
、
朱
權
が

年
に
『
重

瓊
玉

先
生

集
』
を

・
刊
刻
し
た
際
、
序

に
、
白
玉

（
南

）
は
「
天
眞
」
と

な
り
、
自
分
は
彼
と
二
回
出
會
い
、
彼
か
ら
數
十
萬
言
の
詩

を

受
け

ぎ
、「

に
う
ず
も
れ
、
世
に
流
傳
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
」

14
）

と
な
る
こ
と
を
心

し
て
い
た
た
め
、

集
を

刊

し
て
上
梓
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
塵
世
で
白
玉

に
見

て
ら
れ

た
く
な
い
と
語
っ
た
と
い
う
記
載
も
あ
る
。
南
宗
の
第
五

と
し

て
の
白
玉

も
西
山
に
お
い
て
、

々
な
宗
敎
活
動
を
行
い
、

士
た
ち
と
親
密
な
交
流
を
も
ち
、

師
に
準
ず
る

い
を
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る15

）。
以
上
の
よ
う
に
、
朱
權
と
淨

と
の
關
係

を
直
接

に
は
證

で
き
な
い
が
、
彼
の

敎
信
仰
の

さ
は
十

分
に
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

續

藏
に
收

さ
れ
て
い
る
『
天
皇
至

太
淸
玉

』
は
、
朱

權
に
よ
っ
て

纂
さ
れ
た

書

な

敎
書
で
あ
る
。

頭
の

「
原

」

に
は
「
我
が

軒

が
九
皇
の

を
受
け
、

六

を
受
け
て
天
を
司
り
、
天
の
代
わ
り
に
極
を
立
ち
、
三
才
を

定
め
る
。」「

軒

は
始
め
て

字
を
作
り
、
衣

を
作

り
、
宮
室
を
作
り
、

用
を
作
る
。」

16
）

と

べ
ら
れ
て
お
り
、「

老
の
敎
え
」
が
高
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。「
老
子
の
敎
え
」

に
つ
い
て
の
解
釋
は
、『
老
子
』
の
第
十
三

「
故
貴
以
身
爲
天

下
、
若
可
寄
天
下
。
愛
以
身
爲
天
下
、
若
可
託
天
下
（
故
に
、
貴

ぶ
に
身
を
以
て
し
て
天
下
の
爲
に
せ
ば
、
若
ち
以
て
天
下
を
託
す
可
し
。

愛
お
し
む
に
身
を
以
て
し
て
天
下
の
爲
に
せ
ば
、
若
ち
以
て
天
下
を
寄

す
可
し
。）」
を
引
用
し
、「
不
毀
形
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

朱
權
は
本
書
で
、
儒
敎
に
對
し
て
「
儒

一
理
」
と
い
う
態
度
を

取
っ
て
い
る
が
、
佛
敎
に
對
し
て
は
「
外
夷
」
の
敎
と
繰
り

し

べ
、
佛
敎
經
典
を
「
妖
書
」
と
呼
ん
で
い
る
。

四

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



二
、『
活
人
心
』
の
構

と
思
想

『
活
人
心
』
は
、

生
に
關
す
る
朱
權
の
代
表
作
で
あ
る
が
、

書
年
代
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
總
字
數
約
二
萬
字
、
上
下

二

か
ら
な
る
書
物
で
あ
る
。

上

は
「
未
病
を
治
す
」
こ
と
を

旨
と
し
、「
中
和
湯
」「
和

氣
丸
」「

生
之
法
」「
治
心
」「

引
法
（
八
段
錦
、
去
病

壽
六

字
法
、
四
季

生
歌
、

保

な
ど
が
含
ま
れ
る
）」「
保

神
」

「
補

」
の
七
つ
の
部
分
で
構

さ
れ
て
い
る
。
下

は

「
已
病
を
治
す
」
こ
と
を

旨
と
し
、「
玉
笈
二
十
六
方
」「
加
減

靈

十
八
方
」
に
お
い
て
、
二
十
六
種

の
藥
方
、
十
八
種

の

藥
方
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

版
本
は
現
在
、

刊
本
一
種

、

鮮
刊
本
二
種

、
日
本
刊

本
二
種

が

存
し
て
い
る
。
筆

が

査
し
た
結
果
、

刊
本

は
二
部
存
在
す
る
こ
と
が

し
た
。
一
部
は
大

の

雨
書
屋

本
で
、
現
在
、
福
井
崇

舊
藏
書
と
し
て

藏
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

雨
書
屋
本
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の

査
結
果
や
、

の
展

料
、
池
田
壽
氏17

）の

究
か
ら

刊
本
と
み
て

い

な
い
と
考
え
る
。
も
う
一
部
は
、
臺
灣
中
央

究
院
傅
斯
年
圖
書

に

藏
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
臺
灣
の

刊
本
は

缺
本

で
、
下

の
十
四
種

の
藥
方18

）が
散
佚
し
た

態
で
あ
る
。
ま
た

破
損
な
ど
が
原
因
で
、

讀
し
に
く
い
箇

も
多
數
あ
っ
た
。

一
）
本
書
の
書
名

こ
こ
で
、
書
名
に
つ
い
て
確

し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
常
用

書
名
は
「
活
人
心
法
」
で
あ
り
、「
活
人
心
」「
活
人
心
方
」「
新

刊
京
本
活
人
心
法
」「

仙
活
人
心
法
」
等
も
用
い
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
。『
中
醫
古

總
目
』（
上

辭
書
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
の

記
載
で
は
「（
新
刊
京
本
）
活
人
心
法

名

仙
活
人
心
方
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
作

の
自
序
に
は
「
今

其
二
家
之

、

自

一
家
新
話
、

爲
上
下
二

、
目
之
曰
活
人
心
、
謂
長
存
救

人
之
心
、
慾

人
之
生
、
同

於
壽
域
也
（
今
、
そ
の
二
家
の

を

べ
、
自
ら
で
一
家
の
新
話
に
し
て
二

に

纂
し
、
活
人
心
と
名

附
け
た
。
人
を
救
う
心
を
長
く
存
し
、
人
の
生
命
を
ま
っ
と
う
さ
せ
、

一

に
長
壽
の
域
に

す
た
め
で
あ
る
）」
と
あ
る
た
め
、
書
名
は

「
活
人
心
」
で
あ
り
、「
人
を
救
う
心
」
の

味
を
表
し
て
い
る
こ

五

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



と
が

ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、『
百
川
書
誌
』

19
）『

國

』
20
）

『
江

名
蹟
』

21
）

で
は
す
べ
て
の
記
載
が
「
活
人
心

二

」
と
な

っ
て
お
り
、

代
の
醫
學
書
『

生
八
箋
』『

色
紳
言
』
に
本

書
を
引
用
す
る
場
合
は
「
活
人
心
書
曰
」「
活
人
心
云
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
、

刊
本
の

頭
書
名
も
「
活
人
心
」
の
た
め
、
本

稿
で
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。

々
な
地
域
で
復
刻
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
書
名
と

數
の

變

も
現
れ
て
い
っ
た
。
時
系
列

に
み
る
と
、
書
名
と

數
の

改
變
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
醫
方

聚
』
の
引
用
の
書
名
「

仙
活
人
心
方
」
②

鮮

安
玄
跋
本
（
一
五
四
一
）
は
二

本
、
書
名
「
新
刊
京
本
活
人
心

法
」
③

鮮
慶
州
本
（
一
五
五
〇
）
は
二

本
、
書
名
「
活
人
心

法
」
④
日
本
早
稻
田
本
（
一
六
五
三
）
は
三

本
、
書
名
「

仙

人
活
人
心
法
」
⑤
『
千
頃
堂
書
目
』
は
「
活
人
心

三

」、『

史
藝

志
』
は
「
活
人
心

三

」
⑥
『
天
一
閣
書
目
』
は
「
活

人
心
法

二

元
洲

人
涵

子

嘉
靖
二
十
九
年

陝
西

布
政
司
葛
守
禮
重
刊
」。

二
）
本
書
の
構

上

の

頭
に
總
論
の
よ
う
な
序

が
附
さ
れ
、
朱
權
の

生

に
對
す
る
基
本

識
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
病
因
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
。

雖
治
法
有
二
、
而
病
之
源
則
一
、
未
必
不
由
心
生
。

（
治
療
法
は
二
つ
あ
る
が
、
病
源
が
一
つ
で
あ
る
。
必
ず
心
か
ら

生
じ
る
。）

治
療
法
は
「
治
心
、
修

」
が
あ
り
、「
藥
餌
、

」
も
あ

る
が
、
病
源
は
唯
一
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
心
か
ら
生
じ
た
も

の
と
い
う
。
こ
こ
で
、
朱
權
は
「
治
心
、
修

」
の

と
「
藥
餌
、

」
の

い
わ
ゆ
る
「
二
家
之

」
を

べ
、「
一
家
新
話
」

と
し
て

纂
し
た
。「
一
家
之
言
」「
一
家
新
話
」
と
い
う
言
葉
は
、

朱
權
の
他
の

作
に
も
よ
く
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
自
身
の

作

に
關
わ
ら
ず
、
朱
權
が
他

の

作
を

集
の
折
に
も
、
自
己

の
知
見
を
加
味
し
、
多
少
の
改
變
や
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で

新
た
に
「
一
家
之
言
」
に
す
る
の
が
彼
の

輯
の
特

で
あ
る
。

ま
た
序

の

後
で
、

目

に
つ
い
て
「
お
よ
そ
醫

は

病
源
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
書
を
う
ま
く
使
う
こ
と
が

六

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



で
き
れ
ば
、
た
だ
こ
の
本
だ
け
で
醫
の

を

就
で
き
る
。
一
般

人
は
修

の

を
よ
く
行
い
、
う
ま
く
こ
の
書
を
使
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
た
だ
こ
の
本
だ
け
で
仙
の

を

就
で
き
る
。
必
ず
長

壽
に
な
れ
る
の
で
、
こ
の
書
は
人
々
に
と
っ
て
不
可
缺
で
あ
る
」

と
語
っ
て
い
る22

）。

上

の
「

生
之
法
」「

引
法
」「
保

神
」
は
、
ほ
ぼ

『
修
眞
十
書
』（『
正
統

藏
』
の
洞
神
部
方
法

に
收

）
を
摘

し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
權
が
自
身
の
知
見
に
よ
り

し
た

容
は

「
中
和
湯
」「
和
氣
丸
」「
治
心
」「
補

」
の
四
部
で
あ
る
。

正
統

藏
の
洞
神
部
方
法

に
藏
さ
れ
て
い
る
『
修
眞
十
書
』
は
、

丹
思
想
に
關
す
る
十
種

の

作
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
南
宗

鍾
呂
派
の
弟
子

に
よ
っ
て
元
代

期
に

纂
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る23

）。

「

生
之
法
」
の

容
は
、
分
散

で
、
系
統
立
っ
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
實
は
す
べ
て
『
修
眞
十
書
』
の
第
一
書
「

指
玄

」
に
あ
る
西
山
先
生
の
「
衞
生
歌
」
の
引
用
で
あ
る
。

た
だ
、「
衞
生
歌
」
の
各
句
が
省
か
れ
、
各
句
に
つ
い
て
い
る

釋
（

釋

不

）
を
丸
寫
し
し
た
の
み
で
あ
る
。

の
「

引
法
」
の

、「
八
段
錦
」「
去
病

壽
六
字
法
」

「
四
季

生
歌
」
は
『
修
眞
十
書
』
の
第
四
書
「

捷

」
に

あ
る
「
鍾
離
八
段
錦
」
の

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
ほ
か24

）、

後

の
心
、
肝
、
膽
、
脾
、
肺
、
腎
に
つ
い
て
の
叙

は
第
十
書

「

庭

景
五

六
腑
圖
」
に
對
應
す
る
項
目
の

で
あ
る
。

「

引
法
」
部
の

後
の
一
段
落
は
「

捷

」
の
「
呂
眞
人

小

引
法
」
を
そ
の
ま
ま

っ
て
い
る
。
し
ば
し
ば
後
世
に

「
八
段
錦
」
に
關
す
る

の

料
と
言

さ
れ
て
き
た
『
活
人

心
』
の
「

引

」
は
、
圖
を
含
め
て
「

捷

」
の
「
鍾
離

八
段
錦
」
と
一
致
し
て
い
る
。
鍾
離
が

め
て
こ
の
「
八
段
錦
」

を
石
壁
に
書
き
、
世
に
流
傳
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
後
世
、
元
の

「
八
段
錦
」
に
「
六
字
氣
」
を
書
き
加
え
た

銀
靑
の
「
八
段
錦
」

び
小
崔
先
生
の
「
臨
江
詞
」
が

さ
れ
廣
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

も
『
修
眞
十
書
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る25

）。

さ
ら
に
、「
保

神
」
は
『

捷

』
の
「
保

神
」
を

そ
の
ま
ま
の
引
用
し
て
い
る
。

下

は
、「
玉
笈
二
十
六
方
」「
加
減
靈

十
八
方
」
の
二
部
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六
種

藥
方

び
十
八
種

藥
方
が
記
さ

七

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



れ
て
い
る
。「
加
減
靈

十
八
方
」
と
い
う
書
名
は
、『
晁
氏
寶

堂
書
目
』
に
「
靈

十
八
方
加
減
」
が

げ
ら
れ26

）、
こ
の
書
は
六

齋
醫
書
『
蘇
沈

翰
良
方
』
と
『
四
庫

書
存
目
叢
書
』
に
收

さ
れ
て
い
る
。
二
書
を
比
較
し
た
結
果
、「
活
人
心
」
に
收

さ
れ
て
い
る
部
分
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が

ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、『
晁
氏
寶

堂
書
目
』

27
）

に
は
「
玉
笈
二
十
六
方
」
と
い

う
書
名
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
活
人
心
』
以
外
の
「
玉
笈
二

十
六
方
」
は
傳
存
し
て
い
な
い
た
め
、

容
が
一
致
す
る
か
ど
う

か
は
確

で
き
な
い
。

『
活
人
心
』
の
「
玉
笈
二
十
六
方
」
の
淵
源
を
さ
ら
に
探
る
手

段
と
し
て
、
藥
方
を

一
對
比
し
、
出
典
を

べ
た
結
果
、
そ
の

二
十
六
の
藥
方
の
う
ち
十
九
は
、
以

の
醫
學
書
に
同
一
の
も
の

が
見
出
せ
ず
、
朱
權
が
自
己
の
醫
學
知
識
や
臨
床
經

か
ら
考
案

し
た
藥
方
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

り
の
七
は
、

元
の

方
藥
書
『
太
平
惠
民
和

局
方
』『
世
醫
得
效
方
』『
是
齋
百
一

方
』『
宣

論
』『

救
仙
方
』

28
）『

御
藥
院
方
』
に
ほ
ぼ
同
一
の
藥

方
が
あ
る
が
、
藥
方
名
が
異
な
る
こ
と
や
藥

の
量
が

う
な
ど
、

多
少
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
完

に
一
致
す
る
も
の
は
み
あ
た
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
次
頁
の
表
１
に
ま
と
め
た
。

三
）
本
書
の
特

上

の

頭
で

容
を

括
し
、「
病
は
心
か
ら
生
じ
、
業
は

心
に
よ
っ
て
作
り
」
と
い
う
病
源
論
を

し
て
い
る
。
疾
病
は

「
天
刑
之
疾
」
と
「
自

之
疾
」
の
二
種

あ
る
が
、
す
べ
て
は

心
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る39

）。

「
心
」
と
「

」
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
太
白
眞
人
の
言
葉

で
あ
る
「
そ
の
病
を
治
し
た
い
な
ら
、
ま
ず
は
そ
の
心
を
治
し
、

必
ず
そ
の
心
を
正
し
く
し
、
そ
の
後
、

に
賴
る
。」

40
）

を
引
用
し
、

さ
ら
に
「

を
用
い
て
心
を
治
し
、
病
を
治
療
す
る
」「
心
は
天

と
一
と
な
り
」「
心
は
地
と
一
と
な
り
」

41
）

と

べ
て
い
る
。
つ
ぎ

に
、「
心
」
と
「
神

」
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、「
心
と
い
う
も

の
は
、
神

の
部
屋
で
あ
る
。
中
は
空
っ
ぽ
で
直

一
寸
く
ら
い

と
小
さ
い
が
、
そ
の
中
に
神

が
い
る
」

42
）「

心
が
安
靜
で
あ
れ
ば
、

神

と

じ
る
こ
と
が
で
き
る
」

43
）

と

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
活
人
心
』
に
「
中
和
湯
」
と
「
和
氣
丸
」
の
二
種

の
修
心
の

た
め
の
藥
方
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。「
和
氣
丸
」
で
は
、
獨
自
の

八

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



表１ 『玉笈二十六方』の藥方一 表

藥效 藥名 由來 變更
百病 用 至 來復丹 ①『和 局方』 五(29)

②『幼幼新書』 九引
『 生必 』(30)

①原名「來復丹」
②原名「古方至 來復丹」

百病 用(補 ) 元丹 創方
解毒 玉樞丹 ①『葉氏 方』下

「 授奪命丹」方(31)

②『百一 方』 一七
「神仙解毒萬病丸」
方(32)

①原名「 授奪命丹」
②原名「神仙解毒萬病丸」

瘡毒 玄靈丹 創方
瘡毒 天漿 創方
膏藥( 瘡) 神授東華 膏 創方
安神 神丹 『世醫得效方』 八(33) 使用量は 回「二九丸至三九丸」を

「二九丸至五九丸」に變更した。
風藥 辟巽錠子 創方
風氣 捉 丹 『宣 論』 十三(34) 原名「一粒金丹」

藥 量は「草烏頭 一斤」を「草烏
一兩 」、「五靈脂 一斤」を「五靈
脂 一兩 」、「木鼈子 四兩」を
「木鼈子 一兩 」、「白膠香 斤」
を「白膠香 一兩 」、「地 四
兩」を「地 一兩 」、「細 一
兩」を「京 一錢 」、「 香 一
兩」を「 香 七錢 」、「當 二
兩」を「當 七錢 」、「 藥 二
兩」を「 藥 七錢 」、「麝香 一
錢」を「麝香 二錢 」に變更した。

胃腸 九仙奪命丹 『醫方 聚』 百四引
『 救仙方』(35)

原名「九仙 」
藥 量は「人參 二錢」を「人參
一錢」、「厚朴 十五錢」を「厚朴
五錢」に變更した。

藥(積 ) 靈寶丹 創方
治氣 四炒枳殻丸 『仁齋直指』 十七(36) 使用量は「 三十丸」を「 七

十丸」に變更した。
瀉痢 感應丹 『和 局方』 三(37) 原名「感應丸」

藥 量は「新 丁香 一兩 」を
「丁香 一錢」、「南木香 二兩 」
を「木香 二錢 」、「 豆 二十
個」を「 豆 一個」、「巴豆 七
十個」を「巴豆 七個」、「川幹姜
一兩」を「幹姜 一錢」、「 仁 一
百四十個」を「 仁 七個」、「百草
霜 二兩」を「百草霜 一錢」に變
更した。

咽喉 玉關金 匙 創方
咽喉 靑 膽 創方
喉(魚刺) 魚刺竝骨 更在喉 創方
( 痛) 一 散 創方
( 疳) 神功散 創方

目藥 眞宗皇 敕封續液膏 創方
心疼 神靈丹 創方
癲癇 南極 生湯 『御藥院方』 七(38) 原名「牛 瀉心湯」

藥 量は「大 二兩」を「大
一兩」に變更した。

腫脹 丹 奇 不 藥自去水 創方
男性藥(夜 ) 天下第一下部藥 創方
男性藥(夜 ) 玉露丸 創方
男性藥(夜 ) 金 丹 創方
人藥(產 ) 濟陰丹 創方

九

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



「
三
部
經
」
も
提

さ
れ
て
い
る
。

予
有
三
部
經
、
隻
六
字
、
經

雖

而
功
夫
甚
大
、
但

至
心
奉
行
。
或
人
來
問
、
予
曰：

一
字
經
、

字
。
二
字
經
、

方
便
是
也
。
三
字
經
、
依
本
分
是
也
。
這
三
部
經
、
不
在
大

藏
、
隻
在
靈
臺
方
寸
中
。
人
人
皆
有
、
不
問
賢
愚
、
不
問
識

字
不
識
字
、
皆
可
誦
。

（
私
は
三
部
經
を

有
し
、
そ
の
三
部
經
は
た
だ
六

字
で
、

經

は

だ
が
、
そ
の
力
は
非
常
に
大
き
い
。

心

行

う
必

が
あ
る
。
あ
る
人
が
私
に
そ
の

容
を
問
う
た
の
で
、

私
は
い
う
、
一
字
の
經
が

の
字
で
あ
る
。
二
字
の
經
が
方
便

で
あ
る
。
三
字
の
經
が
依
本
分
で
あ
る
。
こ
の
三
部
經
は
、
大

藏
經
に
な
い
が
、
た
だ
心
の
中
に
あ
る
。
皆
が
持
ち
、
賢
愚
を

問
わ
ず
、
字
が
讀
め
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
皆
が
こ
れ
を
唱

え
る
こ
と
が
で
き
る
。）

朱
權
の

生
法
は
、
複

な
身
體
技
法
は
必

な
く
、
誰
で
も

實

で
き
る

德
面
、
性
格
面
に
お
け
る
自
律
、
つ
ま
り
「
正
心

修
身
」
の
考
え
方
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
、
處
世

に

關
し
て
「

耐
」「
本
分
を
守
る
」「
方
便
を
行
う
」
と
い
っ
た
從

順
を

と
す
る
態
度
は

す
べ
き
點
で
あ
り
、
こ
れ
は
身
の
保

の
重

で
あ
り
、
彼
の
境

を

想
さ
せ
る

容
と
も
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、

代
に

ん
に
な
っ
て
い
た

老
學
に
つ
い
て
は
、

池
田
秀
三
氏
の
「

數
（

）
と
老
子
の
學
の
共

の
基
盤
と

は
、「

老

性
の
福
」
と
い
う

の
こ
と
ば
に
端

に
示
さ

れ
る
ご
と
く
、

生
で
あ
る
。
後

の
老
子
（

家
）
は
基
本

に
身
命
保

の
處
世

と
言
い
切
っ
て
よ
い
。」

44
）

と
い
う
見
解
が

あ
る
。

し
た
と
お
り
、「

老
の
敎
え
」
を
高
く

價
す
る

朱
權
の
思
想
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
修
心
に
お
け
る
效
果
と
し
て
は
、「
元
氣
を
固

く
保
ち
、

氣
に

入
さ
れ
ず
、
萬
病
が
生
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
、

長
く
安
定
し
、
存
在
し
、

し
み
な
く
で
き
る
」「
も
し
人
が
專

念
し
て
受
持
で
き
れ
ば
、
病
も
生
じ
ず
、
災
い
も
な
く
、
自
然
に

福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
自
分
に
福
が
な
け
れ
ば
、
必
ず

子
孫
に
あ
る
」

45
）

と
、
一
般

な
身
體

健
康
の

念
を
超
え
て
、

長
生
を
求
め
、
命
の
長
さ
に
對
す
る
慾

を
滿
た
し
て
個
人
の
圓

滿
を
求
め
る
の
み
な
ら
ず
、
無
病
息
災
、
福
が
子
孫
ま
で

ぶ
と

い
う
「
久
安
長
世
」
が
こ
の

生
書
で

目

と
な
っ
て
い
る

一
〇

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
の
序

で
こ
れ
ら
を
「
仙

」「
仙

」

と
い
う
範
疇
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
權
の
「
仙

」
に

對
す
る
考
え
は
仙
人
に
な
る
と
い
う
從
來
の

味
と
は
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
表
１
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
下

の
藥
方
は

て
基
本

處
方
で
あ
り
、

代
の
醫
學
書
か
ら
取

し
た
藥
方
に
せ
よ
、

自
ら
作
っ
た
藥
方
に
せ
よ
、
入
手
し
や
す
い
藥

を
使
用
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
發
症
す
る
一
般

な
病
氣

般
に
對
應
さ
せ
る

こ
と
を
目

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
貴
賤
を
問
わ
ず
人
々
に
醫

療
を
廣
め
、

生
を
身

な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ

た
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。

三
、『
神

』
の
構

と
思
想

朱
權
の
も
う
一
つ
の

生
書
『
神

』
は
、
上
下
二

で
、

書
年
代
は
永

六
年46

）、『

仙
神

』『

仙
神

書
』
と
も

さ

れ
て
い
る
。

査
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
み
ら
れ
る
版
本
は
二
つ
あ

る
。
①

刊
本
、
二

、
中
國
國
家
圖
書

藏
、『
四
庫

書

存
目
叢
書
』

47
）

子
部
に
景
印
本
を
收

。
②

刊
本
、
二

四

、

後
の
一

は
散
佚

態
、
鈔
本
で
補
足
さ
れ
た

態
で
あ
り
、

日
本

閣

庫

藏
。

一
）

書
の
經
緯

『
神

』
は
朱
權
が
南
昌
に
移
封
さ
れ
て
五
年
後
の

作
で
あ

り
、
こ
の
時
期
に
は
數
多
く
の
醫
學
書
を
書
い
て
い
る
。『
朱
氏

八
支
宗

・
寧

王
事
實
』
に
、
宣
德
年

、
王
府
に
子
供
は
多

い
が
、
醫

は
足
り
な
い
た
め
、

が
禮
部
に
命
じ
て
醫
師
三
人

を

ん
で
王
に
與
え
た
と
書
か
れ
て
お
り48

）、
當
時
の
地
方
で
は
王

府
で
あ
っ
て
も
醫
師
が
足
り
ず
、
醫
療
現
場
の
嚴
し
さ
が
窺
え
る

記

で
あ
る
。

中
國
の
國
家
圖
書

藏
の

刊
本
の

頭
に
附
さ
れ
た
朱
權

の
自
序
「
神

序
」「
壺
天
神

記
」「
上
天
府
神

家
書
」

び

下

の
自
序
に
は
、
な
ぜ
「
棄
軒

之
榮
而
嗜
蓑
笠
、
厭
華
屋
之

廣
而
慕
岩
穴
、

千
乘
之
貴
而
甘
一
農
之
賤
（
軒

の
榮
え
を

て
て
蓑
笠
を
好
み
、
華
屋
の
廣
さ
に

き
て
岩
穴
を
慕
い
、
千
乘
の

を

て
て
一
農
の
賤
を

し
む
。）」
と
い
う
生
活
を

ん
だ
の
か
と

い
う
客
の
問
い
に
對
し
、
朱
權
は
自
分
の
立
場
を
「
勢
利
之
地
」

49
）

一
一

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



と
い
い
、
私
は
「
名
を

し
、
形
を

し
、

さ
を

し
、
紛
ら

わ
し
さ
を
解
し
、
そ
れ
で
、
天
下
の
人
に
私
を
嘲
笑
さ
せ
、
本
當

の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
は
空

を

れ
、
天

地
の

で
身
を
淸
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
」

50
）

と
答
え
た
と
あ
る
。

そ
し
て
、『
四
庫

書
總
目
』
に
も
同
じ
く
「
あ
わ
せ
て
こ
の
本

を

し
、
志
を

ら
か
に
し
た
。
永

六
年
、（
皇

に
）
奉
っ

た
。
こ
の
韜
晦
を
借
り
て
災
い
を

れ
よ
う
と
し
た
の
で
、
本
當

に
恬

を

し
ん
だ
の
で
は
な
い
」

51
）

と

べ
、
世
を

け
、
災
い

か
ら

れ
る
こ
と
が
朱
權
の

圖
と
考
え
ら
れ
る
。

二
）
本
書
の
構

と
特

本
書
の
上

は
攝
生
の
百
科

書

手
引
き
の
よ
う
で
あ
り
、

面
の
修

（
處
世

、

德
、

神
の
極
）、
外
部
の
構
築
（
書

畫
骨
董
の
鑑
賞
法
、

竹
蟲
魚
の
名

や
栽
培
法
、
書

茶
室
の
建
築

や

の

い
）、
仙
藥
の

、
日
常

、
農
產
物
の
加
工
等

の

容
が
含
ま
れ
、
す
こ
ぶ
る
廣
範
圍
を
網
羅
し
て
い
る
。
神
仙

の
よ
う
な

士
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
實
は

か
つ
實
用

な
生
活

を

べ
た
も
の
で
あ
る
。

下

は
「

田
之
計
」「
牧

之
法
」「
治
六
畜

病
法
」
の
三

部
で
構

さ
れ
、
農
業
知
識
を

般

に
紹
介
し
て
い
る
。「

田
之
計
」
は
一
年
の
十
二
ヶ

、「

令
」
ご
と
に
「
務
農
」「
種

木
」「
蒔
藥
」「
種

」「
修
饌
」
な
ど
の
項
目
を
立
て
、
農
業
知

識
を
詳
細
に
解

し
て
い
る
。「
牧

之
法
」「
治
六
畜

病
法
」

に
は
家
禽
、
家
畜
、
魚

の

法
や
病
の
治
療
法
な
ど
の

醫

學
分
野
に
つ
い
て
解

し
て
い
る
。
天
野
元
之
助
氏
が
『
中
國
古

農
書
考
』

52
）

で
本
書
を
「
農
書
」
と
分

し
た
よ
う
に
、
本
書
の
後

で
は
、
專
門

な
農
業
知
識
に
つ
い
て

べ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
農
書
と
見
な
し
た

究
も
幾
つ
か
が
あ
っ
た
が
、
農
書
と
い

う
よ
り
も
、
農
書
の
性
格
を

せ
持
っ
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が

切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
野
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、『
神

』

下

令
は
、
ほ
ぼ
元
代
の
農
書
『
農
桑
衣

撮

』
そ
の
ま
ま

の

か
、
加
筆
な
ど
し
て

輯
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
仙
家

二
十
一
條
」
に
は

法
二
十
一
條
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
外
丹

な

と
見
ら
れ
る

容
が
多
い
。
例
え
ば
、

「
山
中

白
石
」「

鐘

法
」「
曾
靑
水
」「
方
朔
餌
雄

法
」

等
の
藥
方
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
材
料
と
し
て
石
部
の
白
石
、
鍾

一
二

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



、
曾
靑
、
雄

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
除
百
病
」「

年
」

「
三
年
不
饑
」「

神
」「
肌
夫
潤
澤
」
な
ど
が
效
力
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、『
抱
朴
子
』
金
丹

に
お
い
て
は
、「

以
升
仙
」

「
百
日
仙
矣
」「
令
人
不
死
」「
便
飛
仙
也
」
な
ど
の
表
現
が
よ
く

み
ら
れ
、
疾
病
の

癒
、

體
の
不
死
、
さ
ら
に
空
を
飛
ぶ
よ
う

な
超
能
力
を
手
に
い
れ
る
た
め
の
「
仙
藥
」
と
い
う
の
が
一
般

な

識
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
、『
神

』
の
藥
方
は

神
安

定
や
肌
の
治
癒
な
ど
の
藥
效
が
中
心
に
記

さ
れ
て
お
り
、
日
常

生
活
で
よ
く
使
わ
れ
る
一
般

な
藥
の
紹
介
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
飢

對
策
と
し
て
、「
不
饑
不

」「
三
年
不
饑
」
が
五
回
も

提

さ
れ
て
お
り
、
現
實
社
會
の
問
題
に
も
目
を
向
け
て
い
る
點

は
興
味
深
い
。

「

家
の
本
質
と
神
仙
家
の

張
は
そ
も
そ
も
相
反
す
る
も
の

で
あ
る
が
、

生

が
接
點
と
し
て
の
働
き
、
外

上
、
こ
の
二

の

に
密
接
な
關
係
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
」

53
）

と
津
田
左
右

吉
氏
が

べ
て
い
る
よ
う
に
、

生

が
生
ま
れ
た
時
點
で
は
、

家
や
傳
統
醫
學
の
影

を
受
け
、

家
の

生

、
醫
學
の

生
法
な
ど
が
多

な
發
展
を

げ
て
い
た
と
見
ら
れ
、

生

は

家
と
神
仙
思
想
の
兩

の

の
接
點
と
し
て
作
用
を
發
揮
し
て

き
た
。
し
か
し
、

世
以
降
、

生
思
想
自
體
が

第
に
展
開
し

て
い
き
、

容
も
範
圍
も
さ
ら
に
豐
富
さ
を

し
て
い
っ
た
。
そ

の
た
め
、

家
の

生

や
、
醫
學

に
死
に
對
抗
す
る
手
段
か

ら

第
に
獨
立
し
、
朱
權
が
考
え
た
よ
う
に
、「
仙
藥
」「
仙

」

「
仙

」
に
關
し
て
は
、

神
安
定
、
萬
病
不
生
、
長
世
久
安
と

い
う
方
向
に
收
束
し
て
い
っ
た
。

元
時
代
か
ら

生
え
、

で
さ
ら
に

熟
し
、

第
に
「

生
思
想
」
と
い
う
部
門
の

立

に
至
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
從
來
の
「
神
仙
思
想
」
で
は

「
不
老
不
死
の
體
を
持
つ
」
に

眼
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の

時
期
に
「

生

」
を

じ
て
神
仙

と

家
や
醫
學
が
結
合
さ

れ
て
い
き
、「
神
仙
思
想
」
の
轉
換
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
朱
權
自
身
の
不

な
生
活
は

作

の
動
機
と
な
り
、

作
に
は
彼
が
理
想
と
し
た
攝
生
生
活
が

べ

ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
彼
の
心
境
も
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い

一
三

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



る
。朱

權
の

生
書
で
は
、

生

を
長
壽
や
昇
仙
の
み
を
目
指
す

も
の
と
は
せ
ず
、
心
身
の
安
泰
や
平
和
な
人
生
、
福
を
子
孫
ま
で

ぼ
す
こ
と
も
、
そ
の
修

に
よ
っ
て
至
る
理
想
の
境
地
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
修
心

神
の
考
え
方
や
實

し
や
す

い
健
康
法
、
庶
民
向
け
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
提
示
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、「
修
心
」
は
手
段
で
も
あ
り
、
目
標
で
も
あ
る
考
え

方
と
し
て
、

代

生
ブ
ー
ム
の
先

け
と
言
え
よ
う
。

ま
た
『
活
人
心
』

び
『
神

』
は
、
朱
權
獨
自
の

で
は

な
く
、

敎
の
典

、
醫
藥
書
、
農
書
の
引
用
も
多
く
見
ら
れ
る
。

朱
權
の
多
岐
に
わ
た
る
執
筆
活
動
か
ら
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な

作
法
が
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
引

用
さ
れ
た
事
項
は
た
だ
羅
列
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
從
來
の
作

品
か
ら
取

し
て
抽
出
し
た
素
材
に
自
身
の
考
え
を
入
れ
、

改
め
て
分

、

集
し
、
直
し
た

容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

彼
の
作
品
の
特

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、『
修
心
十
書
』『

庭

景
五

六
腑
圖
』
で
は
、
以

下
の
項
目
順
で

の
保

に
つ
い
て

べ
て
い
る
。

肺

圖
、
修

法
、
相
肺

病
法
、

引
法
、
治
病
肺

方

心

圖
、
治
心

病
法
、
忌

法
、
心

引
法

肝

圖
、
修

法
、
相
肝

病
、
肝

吐

法
、
生

法
、

引
法

脾

圖
、
修

法
、
相
病
法
、
脾
病
證
、
治
脾

吐

法
、

禁
、

引
法

腎

圖
、
修

法
、
相
腎

病
法
、
腎
病
證
、

禁
、

引

法膽

圖
、
修

法
、
相
病
法
、

引
法
、
吐

法
、

五

圖

備
記
、
元
始
太
玄
經
曰

『
活
人
心
』
の
「

引
法
」
で
、
朱
權
は
以
上
の

容
か
ら
各

の
「

引
法
」
部
分
の
み
を
抽
出
し
、「
心
、
肝
、
膽
、
脾
、

肺
、
腎
」
と
順
序
を
入
れ
替
え
て

輯
し
て
い
る
。
そ
し
て

引

法
の
總
括
と
し
て
、

後
の
と
こ
ろ
に
「

指
玄

」
書
の

「
呂
眞
人
小

引
法
」
を
附
し
て
い
る
。
皇
族
で
あ
り
、
大
量

な
藏
書
を
持
ち54

）、「

書
無

不
窺
」

55
）

の
後
、
從
來
の

生

び

生
思
想
を
修
正
し
、
集

し
つ
つ
ま
と
め
た
作
業
は
、

史

、
社
會

に
重

な
役

を
果
た
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

一
四

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



る
。そ

の
後
、
朱
權
の

生
書
は

鮮
そ
し
て
日
本
に
傳
來
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の

、
風
土
、
宗
敎
と
融
合
し
、
受
容
さ
れ
て
き
た
。

代
の

生
思
想
が

世
東
ア
ジ
ア
で
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
本
稿
は
公

財
團
法
人
武
田
科
學
振
興
財
團

雨
書
屋
二
〇
一
九

年
度

雨
書
屋

究
助

に
よ
る

究

果
の
一
部
で
あ
る
。）

１
）

淸
）張
玉
廷
等

『

史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
列

傳
第
五
・

王
第
二
に
「
寧

王
權
、
太

第
十
七
子
」
と
い
う

記

が
あ
る
。
一
九
五
八
年
、
江
西
省
新
建
縣
の
朱
權
の
墳
墓
が

發
掘
さ
れ
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
に
書
か
れ
た
『
寧
王
壙

志
』
が
出
土
し
て
い
る
。
志

に
「
第
十
六
子
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。「
寧
王
朱
權

行

」（『
史
學

刊
』
〇
一
期
、
一
九
九
〇

年
、
三
一
頁
）
に
範

氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
趙
王
が
夭
折
し

た
こ
と
を
う
け
て
、
行

に
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う
か
の

い
で
あ

る
と
い
う
。

２
）

曹
無
極

・
朱
權

『
萬
壽
仙
書

活
人
心
法
』（
坂
出
祥
伸

修
『
中
國

生
叢
書
』
第
一
輯
、
谷
口
書
店
、
一
九
八
八
年
）

３
）

『

史
』
列
傳
第
五
・

王
第
二

三
五
九
一
頁

４
）

『

史
』
列
傳
第
五
・

王
第
二

三
五
九
一
頁

「
帶
甲
八
萬
、
革
車
六
千
、

屬
朶

三
衞
騎
兵
皆
驍

善

」

５
）

『

史
』
列
傳
第
五
・

王
第
二

三
五
九
一
頁

「
燕
王

兵
、
與

將
議
曰：

曩
餘

塞
上
、
見
大
寧

軍
剽

悍
、
吾
得
大
寧
、

遼
東
、
取
邊
騎
助

、
大
事
濟
矣
。」

６
）

『

史
』
列
傳
第
五
・

王
第
二

三
五
九
二
頁

「
自
是
日
韜
晦
、
構

廬
一
區
、
鼓
琴
讀
書
其

」

７
）

『

史
』
列
傳
第
五
・

王
第
二

三
五
九
二
頁

「
權
以
與

學
士
相

、
託
志
羽中

、
自
號

仙
」

８
）
『
朱
氏
八
支
宗

・
寧

王
事
實
』（
江
西
省
博
物

、
南

縣

博
物

、
新
建
縣
博
物

、
南
昌
市
博
物

『
江
西

代
藩
王

墓
』、

物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
九
〇
頁

原
本
『
朱
氏
八
支
宗

・
寧

王
事
實
』
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學

藏
だ
が
、
原
本
の

が
で
き
な
い
た
め
、『
江
西

代
藩
王
墓
』

の
引
用

を
整
理
し
た
。

「
正
統
三
年
奏
建
生
墳
、
英
宗
皇

使
劉

敕
詣
郡
牧
爲
作
南

極
長
生
宮
於
西
山
之

嶺
。
王
自

樹
於
其
上
。」

９
）

）焦

輯

『
國

』
寧

王
（
上

書
店
、
一
九

八
七
年
）

一

七
〇
頁
表

「
好
學
博
古
、

書
無

不
窺
、
旁

釋
老
、
尤
深
於
史
」

10
）

淸
）杳
一

佐
『
罪
惟

』
列
傳
四
寧

王
權
（
浙
江
古

出
版

社
、
二
〇
一
二
年
）
第
四

一
二
三
四
頁

「
尤
好

、
太

曾
曰
、
是
兒
有
仙
分
」一

五

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



11
）

『

史
』
列
傳
第
五
・

王
第
二

三
五
九
一
頁

「
權
以
與

學
士
相

、
託
志
羽中

、
自
號

仙
」

12
）

『
朱
氏
八
支
宗

・
寧

王
事
實
』

一
九
〇
頁

「
景
泰
二
年
辛
末
十
二

十
日
、
敕
封
南
極
沖

妙

眞
君
。

敕
葬
新
建
西
山

令
峯
」

13
）

R
ich
a
rd
.G
.W

a
n
g
T
h
e
m
in
g
prin

ce
an
d

D
aoism

（O
x
fo
rd
U
n
iv
ersity

P
ress

、
二
〇
一
二
）x

v
-x
v
i

、
四
四
頁

14
）

朱
權

『

瓊
玉

先
生

集
』（

閣

庫
藏
、

刊
本
）

「
重

瓊
玉

先
生

集
序
」
三
頁
表

「

湮

、
而
世
無

傳
、
今
偶
得
是
書
、
如
親
覿
師
面
」

15
）

手
裕
「
白
玉

と
南

江
南

敎
」（『
東
方
學
報
』
第
六
八

、
一
九
九
六
年
）
七
七
｜
一
八
二
頁

16
）
『
天
皇
至

太
淸
玉

』（『

藏
』
一
四
八
三
・

一
・
三
ａ

三
ｂ
）

「
我

軒

承
九
皇
之

、
承
六

以
御
天
、
代
天
立
極

以
定
三
才
」「

軒

始
製

字
製
衣

作
宮
室
製

用
」

17
）

は
未
見
、

頭
ペ
ー
ジ
で

。
參
照：

雨
書
屋
開

40

年
記
念
特
別
展
示
會
「
福
井
崇

の

」
二
〇
一
八
年

十

九
日
〜
十
三
日
、
十
五
日
〜
十
九
日

池
田
壽
『
福
井
崇

本
に
關
す
る
覺
書
』（

雨
二
〇
一
九
、

刊
號
）
三
七

三
八
頁

18
）
『
活
人
心
』
下

「
加
減
靈

十
八
法
」：

小
柴
胡
湯
の
後

、

不
換
金
正
散
、
十
神
湯
、
生
料
五
積
散
、
二
陳
湯
、
參
蘇
散
、
香

蘇
散
、
經

對
金

子
、
加
減
玄
武
湯
、
五
苓
散
、
四
君
子
湯
、

烏
藥
順
氣
散
、
四
物
湯
の

部
分
は

て
散
佚
し
て
い
る
。

19
）

）高
儒
『
百
川
書
誌
』

古
典

學
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）

十

子
醫
家

一
四
七
頁

20
）

『
國

』
寧

王
權

七
〇
頁
表

21
）

淸
）陳
弘

『
江

名
蹟
』（『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』
臺
灣

商
務
印
書

一
九
八
三
｜
一
九
八
六
年
）
第
五
八
八

史
部

三
四
六

地
理

一
五
葉
表

22
）

朱
權

『

仙
活
人
心
法
』（
早
稻
田
大
學
藏
、
日
本
刊
本
）

序
四
頁
表
、
裏

「
凡
爲
醫

而
能
察
其
受
病
之
源
而
用
之
、
止
此
一
書
、
醫

足

矣
。
人
能
行
其
修

之

而
用
之
、
止
此
一
書
、
仙

矣
、
何

況
不
壽
乎

士
之
於
世
不
可
缺
焉
。」

23
）

任

愈

『

藏
提

』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇

〇
五
年
、
第
三

修
訂
）
一
一
五
頁

24
）
『
修
眞
十
書
』
の
「
孫
眞
人
四
季
行
工

生
歌
」
は
、『
活
人

心
』
で
「
四
季

生
歌
」
と
な
っ
て
い
る
。「
腎
吹
氣
」「
心
呵

氣
」「
肝
噓
氣
」「
肺
四
氣
」「
脾
呼
氣
」
は
、『
活
人
心
』
で
「
吹

腎
氣
」「
呵
心
氣
」「
噓
肝
氣
」「
四
肺
氣
」「
呼
脾
氣
」
と
な
っ
て

い
る
。

容
は
一
致
。

25
）

曾
慥
の
「
臨
江
仙
」
の
記

は
以
下
の
と
お
り
。

「
鐘
離
先
生
八
段
錦
、
呂
公
手
書
石
壁
上
、
因
傳
于
世
。
其
後

有

銀
靑
八
段
錦
與
小
崔
先
生
臨
江
仙
詞
、
添
六
字
氣
於
其
中
、

一
六

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



恨
其
詞
未
盡
。
予
因

家
之
、
作
臨
江
仙
一

、

而
備
且
易

行
、

修
、
同
證

果
。」

26
）

）晁
栗
、
徐
勃

『
晁
氏
寶

堂
書
目

徐
氏
紅
雨
樓
書

目
』（
古
典

學
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
一
七
三
頁

27
）

『
晁
氏
寶

堂
書
目

徐
氏
紅
雨
樓
書
目
』

一
七
二
頁

28
）
『

救
仙
方
』
は
す
で
に
散
佚
し
て
い
る
た
め
、『
醫
方

聚
』

に
引
用
さ
れ
た
『

救
仙
方
』
を
整
理
、
比
較
し
た
。

29
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』
子
部
四
七

七
四
一
｜
五
九

一

30
）

）劉
昉

『
幼
幼
新
書

四
〇

序
目
一

圖
一

』（
京

大
學
附
屬
圖
書

藏
、
寫
本
）
第
九

後

31
）

）葉
大

『
葉
氏

方
三

』（
公

書

收
藏
、
江

寫
本
）
現
物
が
確

で
き
て
い
な
い
た
め
、
武
田
時
昌
氏
の

「
平

二
十
七
年
度

神
農
祭
記
念

演

東
ア
ジ
ア
の
萬
能
藥
」

（『
斯

』
一
二
八
、
二
〇
一
六
年
）
五
八
頁
を
整
理
し
た
。

32
）

千
田
恭
校
『
新
刊
續
添
是
齋
百
一

方

二
〇

』
一
｜
五

（
濯

堂
、
一
七
九
九
）
一
頁
表

33
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』

子
部
五
二

七
四
六
｜
二
八

八

34
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』

子
部
五
十

七
四
四
｜
八
三

〇

35
）
『
醫
方

聚

標
點
本
』（
人
民
衞
生
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

五

六
二
〇
頁

36
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』

子
部
五
十

七
四
四
｜
三

四
二

37
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』

子
部
四
七

七
四
一
｜
五

三
三

38
）

元
）許
國
禎
等

『
御
藥
院
方
』（
人
民
衞
生
出
版
社
、
一
九

九
二
年
）
一
二
六
頁

39
）

『

仙
活
人
心
法
』

之
上

六
頁
表
、
裏

「
殊
不
知
病
由
心
生
、
業
由
心
做
」

「
故
有
天
刑
之
疾
、
有
自

之
疾
。
其
天
刑
之
疾
也
、
五
體
不

、

生
而

宮

、
生
而

、
因
跌
撲
而
手
足
折

、
有
生

人
面
瘡
贅
疣
疾

、
凡
傳
染
一
切

疫
之
證
、
是
也
。
蓋
因
夙
世

今
生
積

多
、
天
地
譴
之
、
故
致
斯
疾
、
此
亦
業
原
於
心
也
。

其
自

之
疾

、

失
宜
、
風

之

感
、
酒
色
財
氣
之

傷
、
七

六
慾
生
於

、
陰
陽
二
氣
攻
於
外
、
是
謂
病
生
於
心
、

攻
於
體
也
」

40
）

『

仙
活
人
心
法
』

之
上

七
頁
表

「
慾
治
其
疾
、
先
治
其
心
、
必
正
其
心
、
然
後

於

」

41
）

『

仙
活
人
心
法
』

之
上

七
頁
裏
、
八
頁
表

「
此
眞
人
以

治
心
療
病
之
大
法
也
。
蓋
眞
人
之
敎
也
、
本
於
天

地
立
心
、
爲
生
民
立
命
。
惟
心
與
天
一
、
理
之

得

獨

、
而

能
開
人
心
之

。
惟
其
心
於
地
一
、
水
之

獨
靈
、
而
能
滌

人
心
之
陋
。」

42
）

『

仙
活
人
心
法
』

之
上

「
治
心
」

十
五
表

一
七

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



「
心

、
神

之

、
中

不

寸
、
而
神

居
焉
」

43
）

『

仙
活
人
心
法
』

之
上

「
治
心
」

十
五
頁
裏

「
心
靜
可
以

乎
神

、
事
未
至
而
先
知
、
是
不
出

知
天
下
、

不
窺

見
天

也
」

44
）

池
田
秀
三
「
後

老
學
の
特
性
」（『
中
國
思
想
に
お
け
る
身

體
・
自
然
・
信
仰

坂
出
祥
伸
先
生

休
記
念
論
集
』
東
方
書
店
、

二
〇
〇
四
年
）
六
一
九
｜
六
三
四
頁

45
）

『

仙
活
人
心
法
』

之
上

「
中
（
保
）
和
湯
」

、

八
頁
裏
、
十
頁
表

「
保
固
元
氣
、

氣
不

、
萬
病
不
生
、
可
以
久
安
長
世
而
無
憾

也
」

「
若
人
能
志
心
受
持
、
病
亦
不
生
、
災
亦
無
有
、
自
然
獲
福
。
若

不
在
其
身
、
必
在
子
孫
矣
」

46
）

劉
俊

等
輯
『
四
庫

書
存
目
叢
書
』
子
部

第
二
六
〇

（
莊
嚴

事
業
有
限
公
司
、

版
景
印
本
、
一
九
九
七
年
）
二

六
〇
｜
二
頁
『
神

』

自
序

47
）

『
四
庫

書
存
目
叢
書
』
第
二
六
〇

48
）

『
朱
氏
八
支
宗

・
寧

王
事
實
』

一
九
〇
頁

「
四
年
三

辛
亥
、
王
以
府
中
子
女
衆
多
、

有
疾
病
、
缺
醫
治

療
、

撥
已
使
用
。
上
命
禮
部

醫
士
三
人
與
王
、
仍

致

」

49
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』

二
六
〇
｜
八
三
頁
『
神

』

下

序

「
處
于
勢
利
之
地

亦
然
」

50
）

『
景
印

淵
閣
四
庫

書
』

二
六
〇
｜
八
三
頁
『
神

』

下

序

「

其
名
、
藏
其
形
、

其
瑞
、
解
其
紛
、
使
天
下
嗤
嗤
、
莫
能

識
、
莫
能
知
、
是
爲

空

、

身
于
天

之

」

51
）

淸
）永
容
等

『
四
庫

書
總
目
』
子
部

家

（
中
華
書
局
、

一
九
六
五
年
）
一
二
六
三
頁

「

寧
王
權

。
權
有

史
、
已
着

、
此
書
多
言
神
仙

攝
生
之
事
。
權
本
封
大
寧
、
爲
燕
王

劫
、
置
軍
中
、
使
草
檄
。

永

元
年
、
改
封
南
昌
、
會
有
謗
之

、
乃

老
之

、
自

號

仙
、
別
構

廬
、

曰
神

。

爲
此
書
以

志
、
永

六

年
上
之
、
蓋
借
此
韜
晦
以

患
、
非
眞

恬

也
。」

52
）

天
野
元
之
助

『
中
國
古
農
書
考
』（

書

、
一
九
七
五

年
）
一
八
六
頁

53
）

津
田
左
右
吉

『

家
の
思
想
と
そ
の
展
開
』（『
津
田
左
右
吉

集
』
第
一
三

、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
九
年
）
第
五

「

代

の
思
想
に

ぼ
せ
る

家
の
影

」
五
一
七
頁

「
神
僊

は
生
の
無
限
の

長
を
希
求
し
、
ま
た
そ
れ
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
く
の
如
き
生
を
得
た
も
の
が
僊
人
で
あ

り
、
さ
う
し
て
そ
れ
は
天
に
昇
る
も
の
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
死
を
自
然
の
現

と
し
、
從
っ
て
生
死
に
拘
束
せ
ら

れ
な
い
こ
と
を

と
す
る

家
の

は
、
其
の
本
質
に
於
い
て
神

僊
家
の

張
と
は
背
反
し
て
ゐ
る
。
た
ゞ
、

家
は
別
の
理
由
か

ら
天
壽
を

う
す
る
こ
と
を

び
、
そ
の
點
で

生

と
結
合
し

一
八

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開



た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

味
に
於
い
て
神
僊

と
或
る
接

を

有
す
る
の
と
、
神
僊
家
が
長
生
不
死
を
得
る
方
法
と
し
て

生
家

び

家
の

形
も
し
く
は

神
の

を
取
り
入
れ
た
の
と
、
今

一
つ
は

家
の

が
天
地
と
と
も
に
長
久
で
あ
り
始
な
く

な
き

も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
と
の
た
め
、
神
僊

と

家
の
思
想
と

の

に
、
外

上
、
密
接
な
關
係
を
生
ず
る
や
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。」

54
）

陳
淸

『

代
藩
府
刻
書

究
』
第
二

第
三

「

代

藩
藏
書

」（
國
家
圖
書

出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
五
〇
頁

55
）

『
國

』

七
〇
頁
表

「
好
學
博
古
、

書
無

不
窺
、
旁

釋
老
、
尤
深
於
史
」

執

筆

紹

介

劉

靑

京

大
學
人

・
環
境
學

究
科
博
士

課

吉

澤

希

早
稻
田
大
學
大
學
院

學

究
科
博
士

後
期
課

谷

口

綾

立
命

大
學
國
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

學
藝
員

砂

山

稔

岩
手
大
學
名
譽
敎
授

池

平

紀

子

大

府
立
大
學
准
敎
授

山

下

一

夫

慶
應
義
塾
大
學
理
工
學
部
敎
授

一
九

朱
權
の

生
思
想
の
形

と
展
開


